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立有漢教員養成所編 『沿革史』 、発行年不明（大正五年頃と推測される） 、二一ページから二六ページに掲載される「私立有漢専科正教員養成所学則」を紹介するものである。　
再三の繰り返しになるが、小論においても改めて養成所の性格を列
記するならば、次の通りである。



























































































学級ヲ別ニシ、各其性質、習慣ト生活ノ必要トニ応シ、最モ適切ナル方法ヲ以テ、之ヲ教育セン」と、小学校教育における男女別学が志向されると共に、裁縫科の必修化が進められ、裁縫専科正教員への需要が高まっていたことによる。高等小学校においては、 「第二次小学校令（勅令第二一五号、明治二三年一〇月六日） 」第四条により「高等小学校ノ教科目ハ修身、読書 作文、習字、算術 日本地理 日本歴史、外国地理、理 、図画、唱歌 体操トス、女児ノ為ニハ裁縫ヲ加フルモノトス」 尋常小学校においては、 「勅令第五二号（明治四〇年三月二一日） 」により「第三次小学校令」第一九条が改定され 「尋常小学校ノ教科目ハ修身、国語、算術、日本歴史 地理 理科 図画、唱歌体操トシ、女児ノ為ニハ裁縫ヲ加フ」 定められていたのである。　
そのため、師範学校においては、 「文部省令第二〇号（明治四三年七
月七日） 」により、 「師範学校規程（文部省令第一二号、明治四〇年四月一七日） 」第六九条が改定され、 専科正教員の養成を含め 講習科の設置が認められた。　

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































田禎男先生、秋葉將先生の一方ならぬご学恩の賜物であります。また、福武教育文化振興財団平成二二年度教育研究助成による成果の一部でもあります。この場をお借り致しまして、 両先生、 並びに同財団を始め、養成所に係る調査に際し、 力添え戴きました関係各位に心よりお礼申し上げます。

